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 今年も半年が過ぎました。嬬恋郷土資料館では、この間さまざまなイベントを開催し、活発な活

動を展開してきました。２月から３月にかけては、歴史、文化、産業、自然などをテーマにした

「嬬恋学」講座を８回に亘って開催。また３月には、「郷土資料館友の会」の総会を行い、さらな

る資料館発展に向けて、活発な文化活動を繰り広げていくことを誓い合いました。また来年の

NHK大河ドラマ「真田丸」に関連して、かつて真田氏の活動の舞台となった長野県や群馬県など

の歴史地域で、現地見学会や講演会も企画し、実施しました。一方、資料館を中心にしたボラン

ティアガイドのなおいっそうの拡充を図るため、「ガイド養成講座」をかねた「資料館歴史講座」

も開催し、村民を中心に多くの人が参加、それぞれ大きな盛り上がりを見せました。そして現在、

郷土資料館で行われているのが、企画展「消えた硫黄鉱山＝小串・吾妻・石津＝」（６月 12 日～

10月 25日、但し８月 22日～同 31日は休催）。日本の近代化を支えた嬬恋村の硫黄鉱山の歴史や

操業当時の様子などを、多くの写真や各種資料を展示し紹介しています。 

         

       ～～～～～ ・・・ ～～～～～ 

嬬恋村の魅力や可能性を広く村民とともに再確認していこうと、歴史、 

文化、産業、自然などをテーマに、

それぞれの分野における専門家や広い知

識を有し

ている人

を招き公

開講座を

行いまし

た。                

 

 

 


